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ＳＷＯＴ分析による基本戦略の体系

基本戦略 （分野別による取りまとめ） 基本戦略に基づく行動計画

Ⅰ　積極的攻勢（市場の強みを生かして積極的に推進する取組） 基本戦略Ⅰ　集荷・販売力の強化

　

基本戦略Ⅱ　安定かつ効率的な市場運営の確立

Ⅱ　脅威の解消（市場の強みを生かして困難やピンチを解消する取組）

Ⅲ　弱みを強みに変える（市場の欠点を改善し強みに変える取組）

基本戦略Ⅲ　情報発信の強化

基本戦略Ⅳ　適正な施設設備の推進

Ⅳ　基本機能の維持（市場機能を維持する取組）

ＳＷＯＴ分析による課題解決に必要な取組
（平成31年度～平成40年度）

　基本戦略Ⅰ　集荷・販売力の強化

　⑴　産地市場としての集荷機能の強化
　　①　生産者との情報交換などによる出荷体制の強化　　②　ＧＡＰ取得に向けた支援
　　③　１年を通じた生鮮食料品等の安定供給　　　　　　　　④　市場ブランド品の開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　⑤　需要のある農産物の調査と生産奨励　　　　　　　　　⑥　ＪＡ施設との連携体制構築　

　⑵　安定した取引の維持と新たな販売機会の創出
　　①　地元小売店や量販店、旅館・ホテル等との商談会　　②　買参人との情報交換会
　　③　新たな取引要望団体等への対応　　　　　　　　　　　　　　④　インターネット取引の活用 

　⑶　生産者や買参人への支援
　　①　補助メニューの紹介等による生産者への支援　　②　ＩＣＴの活用による生産者や買参人への支援

　⑷　場内事業者連携による会津産農産物・食材の販路拡大
　　①　量販店等のネットワークを活用した試食販売　　②　バイヤー等の招聘による産地見学会等の開催

　基本戦略Ⅱ　安定かつ効率的な市場運営の確立

　⑴　市場法改正に対応する「会津モデル取引ルールの」の策定
　　①　市場法改正に伴う市条例等の見直し　　②　市場内関係者の利便性の向上

　⑵　市場協会を中心とした事業者連携体制の構築
　　①　市場協会による専門組織の設立　　　　　②　アイデア等の募集による市場の新たな可能性の検討

　⑶　場内の衛生管理の徹底
　　①　デジタルサイネージを活用した情報提供　　②　清潔な取引環境の保持
　　③　会津保健所との情報交換　　　　　　　　　　　　④　研修会の開催

　⑷　場内労働環境の改善
　　①　職場環境の整備　　②　サポーター制度の導入による人材不足の解消

　基本戦略Ⅲ　情報発信の強化

　⑴　情報発信基地としての機能を生かした生産・物流・販売の支援
　　①　市場の知見を生かした情報の発信　　②　各種イベント等との連携　　
　　③　県内の地域拠点市場との連携

　⑵　会津ブランドの発信強化
　　①　地元農産物を活用した料理教室等の開催　　②　出荷容器の統一化の検討
　　③　認知度向上に向けたＰＲ方法の検討

　⑶　市場開放による市場ＰＲ
　　①　市場まつりの開催等による市場開放

　基本戦略　Ⅳ　適正な施設整備の推進

　⑴　物流拠点としての機能付加
　　①　市場関係者の利便性向上のための利活用　　②　荷捌所・配送所の設置検討
　　③　災害などへの対応

　⑵　市場空地の有効利用
　　①　利用可能な区画の有効活用　

　⑶　低温（定温）売場等の設置

　⑷　施設の建替えによる新市場システムの整備
　　①　将来を見据えた適正な施設整備

　⑸　空き店舗の利活用
　　①　市場関係者の利便性向上のための利活用　　②　新たな業種や事業への利活用

　⑹　施設・設備の改修及び修繕の早期化
　　①　施設の計画的な改修・修繕　　②　省エネルギー化の推進
　　③　補助財源の確保と必要性・費用対効果の検証

　⑺　現有施設の有効利用
　　①　利用状況の点検による経費節減・業務の効率化

①　産地市場としての集荷機能の強化
　・ICTを活かした取引情報の提供による栽培提案とタイムリーな出荷要請※
　・会津の知名度を生かした、里芋に続く新たな特産品づくり
　・医食同源などの高まり等により需要が見込まれる農産物の調査や栽培提案

　①　産地市場としての集荷機能の強化

　②　安定した取引の維持と新たな販売機会の創出

　③　生産者や買参人への支援

　④　場内事業者連携による会津産農産物・食材の販路拡大 

②　市場法改正に対応する「会津モデル取引ルール」の策定
　・第三者販売や直荷引き等の規制撤廃、緩和による取引の活性化

③　情報発信基地としての機能を活かした生産・物流・販売の支援
　・県内地域拠点市場との連携による余剰及び不足品目への対応等

④　会津ブランドの発信強化
　・ホームページを活用した地場産品の紹介などによる知名度の向上と消費拡大

⑤　市場開放による市場ＰＲ
　・市民や観光客、インバウンドへの販売

　①　市場法改正に対応する「会津モデル取引ルール」の策定
　
　②　市場協会を中心とした事業者連携体制の構築
　
　③　場内の衛生管理の徹底
　
　④　場内労働環境の改善 　 　

①　産地市場としての集荷機能の強化
　・GAP取得による安全性を押し出した地場農産物の集荷・出荷の拡大　

②　安定した取引の維持と新たな販売機会の創出
　・地元買参人や量販店との商談会等の開催による取引の維持と買参人の確保
　・市場協会を窓口にした取引要望団体等への対応による販売機会の確保

③　場内事業者連携による会津産農産物・食材の販路拡大
　・量販店ネットワークを活用した試食販売会の開催等による地場産品のPRと販
　売機会の創出

①　安定した取引の維持と新たな販売機会の創出
　・ICTの整備・推進によるインターネット取引の実現と販路の拡大

②　生産者や買参人への支援
　・市の農産物生産支援に係る情報の提供による円滑な生産体制の構築
　・スマートフォンの利活用による市況等取引情報の受発信機能の強化

　①　情報発信基地としての機能を活かした生産・物流・販売の
　　支援

　②　会津ブランドの発信強化

　③　市場開放による市場ＰＲ 　 　

③　卸売市場法改正に対応する「会津モデル取引ルール」の策定
　・規制緩和による市場内取引の拡大

④　場内の衛生管理の徹底
　・デジタルサイネージによるモニタリング情報の周知徹底による風評被害の払拭
　・快適な取引環境の維持による安全・安心な生鮮食料品等の提供

⑤　市場開放による市場ＰＲ
　・市民への販売を通じた市場認知度の向上

⑥　物流拠点としての機能付加
　・需要者ニーズに対応できる施設、設備の設置

⑦　低温（定温）売場の設置
　・コールドチェーンシステムの確立による販路拡大 　①　物流拠点としての機能付加

　
　②　市場空地の有効利用
　
　③　低温（定温）売場の設置

　④　施設の建替えによるによる新市場システムの整備

　⑤　空き店舗の利活用

　⑥　施設・設備の改修及び修繕の早期化
　
　⑦　現有施設の有効利用 　 　

⑧　市場空地の有効利用
　・利用可能な区画の有効活用

⑨　空き店舗の利活用
　・新たな業種の入場など市場関係者のニーズに合わせた利活用の検討

①　市場協会を中心とした事業者連携体制の構築
　・活性化に向けた取組みの実施や市場運営に係る要望、課題に対応できる体
　制の構築

②　場内労働環境の改善
　・将来の市場を担う人材の確保

③　施設の建替えによるによる新市場システムの整備
　・市場制度改革や社会構造の変化に対応する市場の再整備に向けた検討

④　施設・設備の改修及び修繕の早期化
　・老朽化した施設の長寿命化と省エネの推進

⑤　現有施設の有効利用
　・利用状況の点検による使用料等の経費削減や業務の効率化

※　「・」　…　SWOT分析における取組の視点を記載
















